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研究成果の概要（和文）：視覚障害児の早期支援を行う全国66校の盲学校に対して2回の実態

年度 

(1)視覚障害児の早期支援は全国的に視覚特

別支援学校等（以下盲学校とする）が担っ

ており、その充実が必要である。中でも最

近では医療と連携した0～2歳児を対象

とする超早期の支援の拡大が求められ

ている。
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調査を行った。その全てから回答を得た結果を踏まえて、一つは肢体不自由と知的障害の

ある視覚障害幼児を対象とした視覚活用の促進を目指す課題において、視覚活用実態把握

表を作成し、これを生かした指導法を提案したものである。二つ目は視覚障害のある0～2

歳児の視覚活用における支援方法の研究であり、超早期の支援活動を意欲的に行う、2つ

の盲学校の実践を基に検討し、適切な指導の方策と教材等を示す映像を教師教材として

DVD版にまとめたことである。
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Study for encouragement of vision use with regard to visually impaired infants

研究成果の概要（英文）： I made a research twice on the actual conditions of 66 blind 

schools all over Japan which were working on the early support for visually

impaired children.  I received the answers from all of those blind schools and

studied a lot about the results of them.

  The first fruit of this study is that, in the task to aim atencouragement of

vision use for visually impaired infants with physical disability and

intellectual disability, I made a check sheet for the actual conditions of

vision use and suggested the method of guidance to make use of this check sheet.

  The second fruit of this study is that I studied the method of support in

vision use of 0~2 year-infants with visual impairments,  investigated the

achievements of two blind schools which were working on super-early support

activity positively and produced the DVD edition for teachers which shows the

appropriate method of guidance and teaching materials.
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２．研究の目的

　

３．研究の方法

４．研究成果

(2)視覚障害のある重複障害乳幼児の視覚活

用への支援方法について、盲学校の実践を

踏まえて検討する。

図１　平成21～23年度の全国盲学校における

2.学校、療育機関等における視覚活用時の実態把握表2.学校、療育機関等における視覚活用時の実態把握表2.学校、療育機関等における視覚活用時の実態把握表2.学校、療育機関等における視覚活用時の実態把握表

表2　肢体不自由等を併せ有する

　　　幼児の視覚活用実態把握表

(2)これまで重複障害児の視覚活用促

進への支援には困難性が指摘されるこ

とがあったが、医療や福祉機関からの

助言や資料も参考にして「肢体不自由

等を併せ有する幼児の視覚活用実態把

握表」を作成し、これを生かした指導

法では有益な成果が得られた。

(3)先進的、意欲的に視覚障害乳幼児に対す

る早期からの視覚活用の支援を行う盲学校

の実践を記録し、その担当者や研究協力者

及び、全国視覚障害早期教育研究会の有志

と共に検討を行い、DVD版教師教材を作成す

る。

(1)全国盲学校の早期支援活動について2回

のアンケート調査では対象とする66校のす

べてから回答を得た。重複した障害のある

視覚障害児は各年齢層で４割を占め（表

１）、また、盲学校の早期支援を受けなが

らも就学先では、主として知的障害や肢体

不自由に対応するために、特別支援学校や

特別支援学級を選択する幼児が３割いる

（図１）ことが把握され、盲学校では早期

から重複障害児への視覚活用への支援への

ニーズが高いことが明らかとなった。

表1　平成21年度の全国盲学校における

早期支援児数と障害の状況

早期支援を受けた５歳児の就学先

(3)視覚障害乳幼児に対する視覚活用の早期

支援活動の充実を目指し、その方策を追求

して教師教材の映像による参考資料を作成

する。

(1)全国盲学校の70校の中で早期支援活動を

行う66校に対して、対象とする乳幼児の障

害や視覚活用の促進を含めた支援の状況を

把握するために実態調査を行う。

(2)盲学校幼稚部における重複障害児の視覚

活用における指導事例を対象にして方策を

検討する。併せて医療関係者からの助言を

得た視覚発達把握表を作成する。

②支援の実際　事例2名

・脳症による肢体不自由・視覚障害の

ある3歳A児：盲学校幼稚部入学時、視

覚把握表では明暗程度、瞬目反射有

り、未定頸、仰臥位姿勢。1年近くの

指導の結果、歩行器による立位姿勢が

可、歩行や定頸への促進で、上肢の頻

繁な使用につながる。視覚面では人に

対して視線が合いやすくなり、テレビ

の幼児番組を見続けるようになる。

・脳奇形による高度の視覚障害5歳B

児：入学当初、視覚把握表では明確な

(2)増加する重複障害児に対する視覚活用の

有効な指導法は喫緊の課題である。

（一部抜粋）

①肢体不自由等を併せ有する幼児の視

覚活用表：家庭での生活の状況を保護

者から聞き取る項目と、学校・療育機

関等における視覚の使用の実態を、肢

体の障害への配慮を含めた中で把握す

る項目をまとめたチェックリストであ

る。

(1)全国盲学校の早期支援活動を調査し、対

象児や支援の内容について実態を把握す

る。



　

（研究代表者、研究分担者及び連携研究

者には下線）

〔雑誌論文〕（計2件）

　

　

〔学会発表〕（計3件）

(3)0歳～2歳における視覚障害児に焦点を当

てた視覚活用の支援についての研究であ

る。他に先駆けて視覚障害児の超早期の視

覚活用促進に熱心に取り組む千葉県立千葉

盲学校、群馬県立盲学校の実践を基に、視

覚障害のある乳幼児の超早期の視覚活用支

援の必要性と、適切な指導方法について追

求した。筑波大学教授柿澤敏文氏の協力を

得て、全国視覚障害早期教育研究会の会員

有志の参加や、眼科医、視能訓練士等の医

療関係者からの資料提供も受けて検討を重

ねた。

①超早期に必要とする視覚活用支援の内容

・杉山利恵子、森栄子、猪平眞理、柿

澤敏文：肢体不自由・知的障害を併せ

有している視覚障害幼児の視覚活用へ

の支援―視覚活用実態把握表（試案）

を活用した事例研究から―,弱視教育

49-1,13-21,2011（査読なし）

・猪平眞理：視覚障害乳幼児の超早期

支援―全国視覚特別支援学校等（盲学

校）における0～2歳児の支援の現状

―,発達障害研究34-4,328-333,2012

（査読なし）

光や色の玩具は見続ける、未定頸、手足に

変形あり移動は不可。1年間の指導により、

座位保持椅子で体幹を支え、視覚を活用し

物と関わる中で定頸が促進されて手指で玩

具を持ち、人に向かって声を出して交流を

楽しむようになった。

･楠田徹郎、猪平眞理：盲学校（視覚

特別支援学校等）における視覚障害幼

児の就学先に関する実態調査、日本特

殊教育学会第50回大会、2012.9.30、

つくば国際会議場

５．主な発表論文等　

　主宰する全国視覚障害早期教育研究大会

においても本視覚発達実態把握表は繰り返

し提示され、全国的に活用する盲学校が増

えている。

・ものを間近でじっくり見せること。

　人の顔をよく見せ、喜びを味合わせる

　明確に見える位置や方向を確かめること

中心は以下の5項目である。

③指導の方策の有効性

　視覚実態把握表により、当初の状況を明

確に捉えることで、視覚発達への支援の方

策を確かなものにすることができた。両名

には、姿勢の保持による定頸を進め、上

肢、手指の使用を誘う玩具教具の工夫、目

と手の協応を促す遊びの工夫を考慮した環

境を整えたこと、補助具の活用により、ボ

ディイメージの形成を図りながら身体づく

りを目指したことが視覚への積極的な働き

かけと幼児期の心身の全体的な発達を相互

に促進できたと思われる。

（編集したDVDから）

　超早期の乳幼児の支援は子どもの見

たい、知りたいという意欲の育みが重

要であり、身近な大人が寄り添う子ど

もに見えやすい環境作りが不可欠であ

る。さらに子どもの身体作りも大切

で、発達の全体から捉える働きかけが

重要となる。これを実際の支援の場

で、事例の成長を追う具体的な映像と

玩具や教材の配慮と工夫としてまとめ

ている。全国視覚障害早期教育研究会

ではこれまでにもDVD教師教材第1～3

集の発行があるが、今回はその第4集

として編集を行うことができた。視覚

障害児の支援にあたる担当者の参考資

料として意義が大きいと思われる。

・見えやすい環境作り

　色彩のコントラスト、輪郭線、大きさ等

　の配慮、光刺激などの付加

・音声や口唇や手指などによる把握も大切

　にする

・身近な大人の励ましと共感

・身体づくりなど、発達全体からの働きか

け

②DVD版による教師教材として編集
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